
 
 

研究期報№102 

排水中のヒドロキシルアミントリスルホン酸(HATS)の定量分析および除

去方法 

 

 

目目目目        的的的的    

これまでに脱硫排水中の COD量の予測を行うために、ヒドロキシルアミン態

化合物に含まれる窒素化合物(HA–N)を定量できる測定手法を検討してきた。今

回、ヒドロキシルアミン態化合物の一つである HATS の測定手法を検証すると

ともに、イオン交換樹脂を用いた HATSの除去方法を検討した。 

 

主な成果主な成果主な成果主な成果    

１．１．１．１．HATSHATSHATSHATS の定量の定量の定量の定量    

図１に示した HA–Nの分析方法を用いて、HATSの標準液での定量分析を行

った結果、信頼性の高い分析結果が得られた。また、脱硫排水に HATS を添加

した場合も同様に分析を行った結果、HA–N の定量は可能であることが分かっ

た。 

 

２．２．２．２．イオン交換樹脂でのイオン交換樹脂でのイオン交換樹脂でのイオン交換樹脂での HATSHATSHATSHATS 除去試験除去試験除去試験除去試験    

HATS溶液をCOD吸着塔に用いられるR–Cl型にした陰イオン交換樹脂に通

水し、除去試験を行った。通水後の溶液中の HA–N は定量下限以下であり、イ

オン交換樹脂にて HATSを効率的に除去できることが確認できた。 

 

  



 
 

 [HATSを加水分解にてヒドロキシルアミンとする] 

488.5 mg/L HATS標準液：20 ml 

10% H2SO4 : 20 ml 

120℃、2hr 

 

100mlにメスアップ・・・検液 

[ヒドロキシルアミンをヨウ素で NO2–にして定量] 

検液を分取 

H2O 
NaOH 

pH≒7 

 

20 mlにメスアップ後、混合 

NO2標準添加 0–10 μg (標準添加法にて濃度を求めるため) 

スルファニル酸溶液 a) 0.25 ml 

ヨウ素溶液 b) 0.5 ml 

混合、35℃で 30分間静置 

 

Sep–Pak C18 カートリッジ d)に通水 

ナフチルエチレンジアミン溶液 c) 0.5 ml 

H2O 

25 mlにメスアップ後、混合・20分間静置 

 
吸光光度測定：λ=545 nm 

    
a) スルファニル酸 1.05 g, 酢酸ナトリウム 0.68 gを計り取り、酢酸 30mlおよび H2O 60 mlにて加熱溶解後、H2O

で 100 mlに定量。 

b) ヨウ素 0.0181 gを酢酸 25 mlに溶解。 

c) N–1–ナフチルエチレンジアミン二塩酸塩 0.2 gを H2Oに溶解し、200 mlに定量。 
d) 2 mol/Lの HCl 5 mlで洗浄後、H2O 5 mlを通水し、メタノール 5 mlでコンディショニングを行い、使用前に H2O 

5 mlと Air 2 mlを通した。 

図 1 HA–N としての定量分析フロー 
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